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■
応
募
者
の
皆
様
へ

第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
に
つ

い
て

　
「
文
芸
思
潮
」
銀
華
文
学
賞
・
新
人
賞

へ
の
御
応
募
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
選

考
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
次
の
選
考
基
準
は
、
他
者
に
伝
わ

る
文
章
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重

要
の
基
準
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
書
く
姿

勢
を
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少

し
文
章
が
粗
く
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い

切
実
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
は
一
次

を
通
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に
文
章
は

整
っ
て
い
て
も
、
書
く
姿
勢
が
曖
昧
な
も

の
、
書
く
必
然
性
が
希
薄
な
も
の
、
中
途

半
端
な
も
の
は
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
二
点
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
が

一
次
予
選
通
過
者
で
す
。
何
％
と
か
、
何

篇
以
内
と
か
、
数
字
の
枠
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全
員
が
一
次

予
選
合
格
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら

に
強
く
何
か
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
光
る

も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。
何
か
が
読
み
手
の

中
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
行
で
も
い
い
、
一
人
の
人
物

で
も
い
い
、
見
方
で
も
い
い
、
何
か
一
つ

心
に
残
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
上
に

拾
い
上
げ
た
く
な
る
と
い
う
、
一
つ
の
魅

力
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　

第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人

に
読
ん
で
ほ
し
く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な

力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考
の
基
準
に

な
り
ま
す
。
第
三
次
予
選
ま
で
通
過
し
た

作
品
は
、
ほ
ぼ
雑
誌
に
載
っ
て
も
い
い
、

人
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
も
何
か
訴
え
る
力

を
備
え
て
い
て
、
読
ん
だ
人
の
心
に
何
か

が
残
っ
て
新
た
な
力
に
な
る
よ
う
な
作
品

で
す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考

の
便
宜
性
を
重
視
し
て
作
品
数
に
よ
っ
て

制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
の
内
容
を

重
視
し
て
、
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
そ
の
作
品
の
価
値
や

レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
作
品
を
残
す
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
場
合
に

よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
三
次
予

選
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
選
出
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
ら
の
点
を
御
了
解
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
ご
自
身
の
文
章
力
が
具
体
的
に

ど
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
か
、
文
章
力
検

定
も
併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
、
文
章
技
量
向
上
の
一
つ
の
目
安
に

な
る
と
思
い
ま
す
。	

（
銀
華
文
学
賞
・
新
人
賞
選
考
委
員
会
）

第
３
回
「
文
芸
思
潮
」
新
人
賞
　
中
間
発
表

●
第
３
回
「
文
芸
思
潮
」
新
人
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
総
数
四
四
編
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
四
月
三
〇
日
に
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選

通
過
者
で
す
。

○	

「
睦
月
の
青
」	

柚
詠

◎	

「
九
十
沢
の
て
び
ら
が
ね
」
杉
村　

修

○	

「
恋
す
る
、
人
魚
は
」	

牧
野
楠
葉

○	

「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
八
〇
％
の
サ
ン
グ
リ

　

ア
」	

一
斤　

噛

	

「
逃
亡
産
婦
人
科
医
」	

三
日
月
李
衣

◎	

「
お
客
様
の
声
」	

卯
月　

律

◎	

「
春
に
し
て
君
想
う
」	

高
寺
芳
和

◎	

「
ヒ
ー
ロ
ー
序
説
」	

見
坂
卓
郎

	

「
雨
傘
ブ
ラ
リ
デ
ー
ト
」	

沈
黙
静
寂

◎	

「
子
ど
も
部
屋
シ
テ
ィ
」	

深
井
戸
睡
睡

○	

「
タ
ッ
プ
し
な
い
で
」
池
上
た
い
や
き

◎	

「
海
が
呼
ん
で
い
る
か
ら
」
松
山
尚
紀

	

「
ぼ
く
に
と
っ
て
の
海
」	

柴
田
草
矢

○	

「
龍
神
憑
き
の
小
町
さ
ん
」
本
間
勇
輝

◎	

「
豪
雨
」	

ソ
ウ
ダ
ソ
ウ

◎	

「
ユ
ウ
」	

山
下
止
水

◎	

「
ラ
イ
ト
」	

鏑
木
一
京

◎	

「Built-in	M
em
ory

」	

友
井
コ
ウ

○	

「
愛
し
て
ア
イ
シ
テLO

V
E

し
て
」

	
	

内
山
健
太

◎	

「
私
を
呼
ん
で
」	

夏
野
抹
茶

◎	

「
ア
ト
ラ
ッ
プ
・
レ
ー
ヴ
」
西
上　

礼

◎	

「
初
恋
」	

山
中
勇
樹

◎	
「
楽
園
」	

木
坂　

京

	
「
人
形
少
女
」
ば
ば
お
う
ち
か
え
る

◎	

「
未
踏
の
創
造
と
死
と
」	

渡
部
裕
也

◎	

「
じ
り
じ
り
」	

一
溢

◎	

「
軍
艦
岩
」	

堀
口
現
代
人

◎	

「
宝
を
後
に
し
て
」	

壁　

晃
弘

◎	

「
火
あ
そ
び
」	

金
子　

月

◎	

「
プ
リ
ン
セ
ス
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」	

倫
子

◎	

「
蒼
い
世
界
」	
小
田
桐
ユ
ウ

◎	

「
ジ
ン
ク
ス
の
日
」	

米
井
暢
成

◎	

「
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
風
儀
録
」
中
山
喬
章

◎	

「
作
品
」	

薛
沙
耶
伽

◎	

「
学
者
を
求
め
て
」
か
き
あ
げ
あ
ゆ
み

◎	

「
某
の
欲
望
」	

佐
藤
龍
一

◎	

「
語
る
べ
き
こ
と
」	

初
鳥
卓
真

◎	

「
約
束
の
庭
」	

林
由
佳
莉

◎	

「
彼
女
か
ら
の
手
紙
」	

中
川
蒼
太
郎

◎	

「
７
時
間
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
宮
田
舞

○	

「
夏
の
花
」	

し
ゅ
ん
ス
ケ

○	

「
鳥
類
学
者
の
夢
」	

八
幡
な
つ
み


